	第7回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：小嶋　彩香

沼沢　幸恵

	講義内容：「インフルエンザ・新型インフルエンザについて」　　　　

講師：鳥谷部久美子　感染対策管理委員会　委員長

	日　　時：平成20年12月22日（月）・平成20年12月24日（水）　　17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟　4Fメモリアルホール

	内　　容：

· 厚生労働省の取り組み

· 咳エチケットとは？ 

· インフルエンザと新型インフルエンザ

· 新型インフルエンザの脅威

· 普段から気をつけたいこと

· 新型インフルエンザの国での取り組み

· ノロウイルス
・アンケート結果：参加対象者　157名

　　　　　　　　　業務扱い者　12名

当日参加者　89名
アンケート提出者　89名（回収率100％）

参加率＝当日参加者÷(参加対象者‐業務扱い者)＝61.4％

参加率＝当日参加者÷参加対象者＝56.7％
　　　　　　　　　　　　＊平成20年12月25日現在（出欠確認作業中のため）

１．今回の研修内容について（複数回答あり）

・分かりやすかった･･･87名

・楽しかった･･・1名

・難しかった･･･1名

・つまらなかった･･･0名

・未記入…0名


　　　

２．研修を受けて役に立つと感じた内容

· 卵アレルギーの人でもワクチンを接種する傾向になっていること

· 新型ウイルスの対処法が今までと同じ

· タミフルを早い段階で服用することが大事

· 新型インフルエンザの対応や致死率

· 手洗い、うがいの大切さ

· ウイルスの潜伏期間は１～3日間

· インフルエンザは空気からでも感染するということ

· インフルエンザ感染防止のための5か条を励行すること

· インフルエンザだけでなく、ノロウイルスにも厳重な注意が必要であること

· 自分の身を守る事が感染拡大を防ぐこと

· インフルエンザに罹患した場合に使う薬が、タミフル以外にもある

· 手洗い、うがいの他に休養、栄養をとることも大事

· インフルエンザと新型インフルエンザの違い

· 咳エチケットについて

· インフルエンザ等に感染した場合提出しなければならない書式があるということ

· インフルエンザ治療薬に吸入タイプのものがあるということ

· 新型インフルエンザの症状について

· インフルエンザについてその症状と発生原因について

３．質問したいこと

· スライドの最後にあった書式の提出方法について

· ノロウイルスと腸炎は一緒か

· その時期に流行する感染症について

· もし新型インフルエンザが発症した場合当院のすること、できることは何か
4． 今後のテーマの希望

· 新型インフルエンザの続報

· インフルエンザ以外の感染について

· 様々な疾病の感染対策

5． 感想

· 新しいウイルスなどが発生した時の対処法を今後考えていく必要があると思います。

· 衛生的な観念が一般に普及されていない、あるいは発達途上国においてテーマにあるような感染が多い。

· タミフルの早期服用で生存率が上がるということで、インフルエンザの怖さを改めて実感した。

· 全国的にもインフルエンザが流行し始め、自分も気をつけなければいけないと思った。人にうつさないと同時に、もらわないよう予防を心がけたい。

· まずは、インフルエンザ等にかからないよう、手洗い・うがい・消毒をきちんとし、かかってしまったら、きちんと休みしっかり治すように心がけたいと思います。

· 日頃より体調管理には気をつけようと思う。

· インフルエンザの治療経過を記す書式があることを初めて知った。

· インフルエンザは予防が大切だとわかりました。自分が感染源とならないように健康管理に気をつけて、業務にあたりたいと思います。

· これから流行する時期、対策をしっかりし、持ち込み防止に努めたい。

· 対策（マスクの着用、手洗い、うがい等）を利用者様と共に再度見直し感染しないようにしたい。

· 医療従事者として必要なことを学べた。パワーポイントも見やすく内容もとてもわかりやすかった。

· タミフルは一日目に飲まないといけないということは知らなかった。早めの対策も必要だと感じた。

· 入所者様で今回学んだインフルエンザの時に出てくる症状を出している人がいたら注意して早めに対応していこうと思う。

· インフルエンザと一言でいってもいろんな型があり毎年違う型が流行していることが改めてわかった。感染経路や症状など再確認することが出来てよかった。

· 空気中に漂う飛沫が乾燥したものを吸い込んでも感染することがわかり、マスクは常につける必要があることを知った。

· 冬になり体調管理も難しい季節、自己管理を行っていきたい。

· 昨年の今ごろインフルエンザにかかったので今年も注意しなければいけないし、咳エチケットを守る必要があると思った。

· 新型は恐ろしいのでワクチンや治療薬等すべての国民の分を早急に用意してほしいと思う。

· 手洗い、消毒の実演があるとわかりやすいと思う。

· 時期的にも大切な事を研修出来てよかった。

· 資料の配布があればよかった。

· 咳エチケットを守らない方々を見かけるので、声かけをしていきたい。

6． 考察

　全国的にもインフルエンザの流行時期ということで、感染対策管理委員会と協力し、「インフルエンザ・ノロウイルス」についての研修を行なった。インフルエンザは毎年流行するが、近年、新型インフルエンザが発症するのではないかと世間でも注目されている。今回の研修は、新型インフルエンザの知識を得た事はもちろん、現在流行しているインフルエンザの症状、予防法、罹患してからの対処法について確認できる場になったようである。また、インフルエンザは予防が大事であるということを改めて感じたスタッフが多かったよう。もらわないこと、うつさないことが大事であり、手洗い・うがいから習慣づけようと日頃の行いを振り返るスタッフも多かったようである。

　青森県では今後本格的な流行になるようなので、この研修をいかし、流行の拡大を防ぐよう努力し、自分が感染源とならないよう気をつけていきたい。

7． 改善点

　今回の研修では、開始5分後に入室するスタッフが5、6人いた。その場で厳重注意し、今後時間を過ぎてからの会場入場は一切禁止することをWIZ掲示板に載せている。




